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アル コール依存症における軽度の認知機能障害(高 次脳機能障害)に ついて

一就労予後との関連か ら

内容の要旨

森　山

　 明 らか な合併症 を有 さないアル コー ル依 存症者の軽微 な認知機能

(高次脳 機能)と 、その検査施行時期(解 毒後2,7週)、 お よびその

予後(飲 酒 、就労)と の関連につ き検討を行な った。特に認知障害を

検出す る検査バ ッテ リー として、前頭葉機能障害の可能性 を考え遂行

機能評価のための験査バ ッテ リーであるThe　behavioral　As麗5smじn吐{》f

the　Dysexecutive　Syndrome(BADS)を 施 行 し、その有効性につ き検討

した。

　 対象 と したのは駒木野 病院 に断酒教育 目的 で入院 した22名 のアル

コール依存 症患者 と年齢 および教育歴 を一致 させたBRrr.BY　i5例 であ

る.,

　 方法は解is+m後7週にBADSを 行なったBADSIは ルール変換検査,行

為組み 立て検査,鍵 探 し検査,時 間判断 検査,動 物園地図 検fP,修 正

6要 素検 査の6っ か らな り,下 位検査の得点(1～4点)の 総得点(0

～za点)がviiiさ れ る。

　 BADSの 統制課題 として、口本肝臓学会に よ り作成 された潜在性 肝

性脳 癌検出 のための コンピュー ター化 され た神経 心理テ ス トバ ッテ

リーの 下位検査6つ 、及びDigiしSp鋤を施行 した.こ れ らはDADSと 比

較す る と.よ り単純 な注意や ワー キングメモ リーを評価す る課題であ

る。

　解 毒後2週 には、 コンピュー ター化 された神経心 理テ ス トバ ッテ

リーの 下位検査6つ を行 った.

　 予後の調査 は入院 後約18ヵ 月での飲酒状況 と就労状況 につ いての

予後を調 査 した。飲酒 予後は 高い信頼性 が実証 された質間紙を使用 し

た。再飲酒srを 飲酒予後不良群 とし、断酒継続群を飲酒予後良好群 と

した。就労 予後は患 者が1週 間で40時 間以上かつ6ヶAai[続 して就 労

した場合 を完金就 労 とし、それ 以下を部 分就 労 とした。そ して完全就

労を就 労予後良好群 、部 分就労及び未就労を就労予後不良群 とした。

　統計 は飲 酒及び就 労の 予後良好 。不良群における、神経心理学的 検

riの成績 について分散分 析をお こない.多 重比較検定を施行 した.　P<

0.ofを 有意差 あ りとした。

　結 果は7週 の時 点で は就 労予後 は7週 でのBADSの2つ の 下位 検

査 と総得点 で有意 差を認 め、就 労群がよ り成績 良好 であったが 、他の

心理検査 では有意 差を認 めなかった。飲酒予後については良好 ・不良

群の間 でいずれの 心理検査 にお いて も有意差 を認めなかった。

　一方2週 の時点 では飲酒 ・就労予後の良好及び不良群の悶でいずれ

の心理検 査におい て も有意差 を認めなか った。

　緒論 と して

1,7週 の時 点で、遂行機能評価バ ッテ リー であるGADSの 成績は患

者の飲酒 予後の予測はできなかったが、麓 労予後は 予測 しえた。なお

解毒後2週 の時 期はBADSの よ うな難 易度の 高い検査 は施行困難 で

ある,

2.単 純 な注意 ・ワー キングメモ リー課題 は2,7週 のいずれ も飲酒,

就労予後を予測 しなかった。

　 以上 より 「アルコール依存症者において解 毒後7週 にBADSを 施 行

し、遂行機能障害 を評価す ることが、就労予後を予測す る上で有用で

あ ること」が示され た。

泰

論文審査の要旨

　 本研究 は.明 らかな合併症 を宥 さな いアル コー ル依 存症の軽微 な

認知 障害 を.前 頭 葉機 能陳 害 の 可能性 を考慮 し,遂 行機 能 の検査

バ ッテ リー で あ る"1'he　B6havioral　Asscssmcnl　ohhピDysexecutive

SynJrome(BADS》 で評 価 し,そ の成績 と飲酒 ・就労 予 後 との関速

を検討 した もσ)であ る。解 毒後7週 の時点 でのDADSの 総 得点 は、

就 労予 後不 良群が良好 鮮に比べ有意に低 下 してい たが 、統制 課題 と

して解毒 後2,7遡 に施行 した単純な注意 ・ワー キ ングメモ リー課

題 では、7週 のTrail　Making　Bを 除 き、予後良好 ・不良騨の間に有意

差を認めtoか った。 また2週 の時点 では著明 な注 意障害の ため難易

度 の高 いDADSの 施行 は困難 である と考え られ た。以上 よ り、解荏

後7週 でのBADSに よ る遂 行機能障害 の程度 がア ルコー ル依 存症の

就 労予後の予測 に有用 である と結論 され た。

　 審査では まず 本研究の アル コール依存症 の代表性 にっいて問われ

た,そ れに対 し、対 象は駒木野病院 アル コー ル病 棟に1ff-PHに 入院

したzn例 の うち、記憶 障害ない し解毒 目的のため断酒　Rプ ログラ

ムの適応外 であった もの、同プ ログラムを中断 した もの 、脳 血管障

害 、脳 外傷、肝 硬 変 ・糖尿 媚他の疾 患および 薬物 乱朋を　Utす る も

のを除 いた22例 と回答 され た.次 にBADSと 注意 ・ワーキ ン グメモ

リー諜題 との相違 につ いて質問 がな され、BADSで 評 価 され る遂行

機 能は注童や ワーキ ングメモ リー との 関連 はあ るが 、注意 ・ワー キ

ン グメモ リー課題 が よ り実験心 理学的 な性 格の もの であ るの に対

し、onusの 各課 題は道 具 を使用 す るな ど日常 生活を反映 す るよ り

行 動学的視点 に立つ もの である と回答 され た。 また入院前の 社会機

能 が就労予後 と関連 してい るのでは との質 問がな され た,そ れ に対

し.入 院前就労 していた 且6例の うちi例 が 就労予 後不良であn,そ

れ らの6AUSの 成績 は予 後良好群 に比 し低.ドしていた こ とか ら、入

院 前のrl会 機能 か らは必ず しも予後が予測 しえ ない と答 え られ た。

ただ し、入院 前 に就 労 してい なかった他の6例 は就労予 後 も不良で

あ り、 これ らを対 象に含め たこ とは本研究 の結果に影響 を及 ぼ した

可能性 があ ると答 え られ た。

　 以 上の よ うに、本 研究 は今 後検 討 され るべ き課題 を残 してい る

が 、入院 前の祉会機 能だけでは必ず しも推測 しえない就 労予後 を予

測 す る上で、BADSの 有 効性 を示唆 した点.臨 床.r.、有意 義 な研究

であると評価 され た.
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